
動
き　

特
別
委
員
会

15

議
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、

集
約
の
結
果
、
仙
北
市
議
会

と
し
て
内
陸
線
存
続
に
関
し

て
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と

で
ま
と
ま
っ
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
議
長

と
特
別
委
員
会
委
員
と
で
議

長
か
ら
の
試
案
に
つ
い
て
協

議
し
、
満
場
一
致
に
よ
り
議

長
の
試
案
に
つ
い
て
決
定
さ

れ
、
議
長
案
が
全
員
協
議
会

の
場
に
示
さ
れ
、
議
会
の
意

思
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

「
新
再
生
計
画
の
実
現
に
向

け
最
大
限
の
努
力
を
す
る
こ

と
を
確
認
」

一
、
経
常
損
失
等
の
負
担
割

合
の
見
直
し

一
、
公
有
民
営
化
方
式
の
是

非
論

一
、
観
光
路
線
化
へ
の
改
善

と
方
策

　

以
上
3
項
目
つ
い
て
は
速

や
か
に
関
係
機
関
と
協
議
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

11
月
18
日
開
催
の
第
10
回

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
特

別
委
員
会
で
の
「
経
過
に
つ

い
て
」
を
全
員
協
議
会
の
場

で
説
明
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
議
長
に
対
し
そ
の
開
催

を
要
請
し
、
11
月
25
日
全
員

協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

委
員
長
よ
り
特
別
委
員
会

で
の
10
回
に
及
ぶ
会
議
の
経

過
説
明
が
さ
れ
、
質
疑
の
後

　

特
別
委
員
会
は
、
平
成
20

年
12
月
定
例
会
に
中
間
報
告

を
提
出
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
、
市
立
病
院
等
改
革
推

進
計
画
策
定
委
員
会
で
は
田

沢
湖
病
院
と
角
館
総
合
病
院

の
経
営
、
管
理
の
一
元
化
病

院
事
業
管
理
者
設
置
の
ほ

か
、
田
沢
湖
病
院
の
診
療
所

化
の
方
向
が
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
市
民
へ
の
説
明
会
と

意
見
募
集
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
多
く
は
、
田
沢
湖
病
院

の
存
続
、
救
急
再
開
、
医
師

確
保
、
経
営
改
善
な
ど
で
あ

る
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
田
沢

湖
病
院
は
外
来
機
能
を
重
視

し
た
診
療
に
、
日
中
救
急
を

再
開
す
る
と
い
う
説
明
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
医
療
ス
タ
ッ
フ
体
制
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

田
沢
湖
病
院
長
よ
り
、
障

害
者
施
設
等
一
般
病
棟
化
で

経
営
改
善
を
図
る
提
案
は
重

く
受
け
止
め
、
３
年
間
、
場

合
に
よ
っ
て
は
５
年
間
の
移

行
期
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
施

行
の
結
果
、
最
終
決
断
で
き

る
の
で
は
な
い
か
の
提
案
が

さ
れ
た
。
改
革
は
５
年
間
の

移
行
期
間
が
あ
り
、
田
沢
湖

病
院
か
ら
の
提
案
は
一
定
の

ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
を
設
け
て

や
っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ

る
し
、
改
革
プ
ラ
ン
は
軌
道

修
正
す
る
こ
と
も
や
ぶ
さ
か

で
な
い
。
当
然
行
政
な
り
議

会
が
検
討
の
上
、
進
め
て
行

く
こ
と
に
な
る
。

通
帳
に
管
理
し
、
職
員
の
積

立
金
25
万
６
９
０
円
と
合
わ

せ
穴
埋
め
を
し
た
。

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
は

88
万
円
が
歳
入
欠
陥
と
な
っ

た
不
適
正
な
決
算
と
な
っ

た
。
ま
た
職
員
の
不
始
末
と

は
い
え
、
法
的
に
は
あ
り
え

な
い
職
員
の
自
己
負
担
で
穴

埋
め
を
し
た
。
こ
の
事
実
に

つ
い
て
も
当
局
は
認
め
た
。

　

こ
の
二
つ
が
会
計
法
上
違

法
で
あ
り
、
不
適
正
な
決
算

処
理
と
し
て
、
担
当
職
員
を

相
当
の
処
分
を
し
た
。

特
別
委
員
会
は
さ
ら
な
る
解

明
を
監
査
に
託
し
、
議
会
最

終
日
に
監
査
請
求
を
多
数
決

で
議
決
し
た
。

議
会
は
最
大
限
の
努
力
を
！

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
存
続
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

市
立
病
院
等
経
営
に
関
す
る

特
別
委
員
会
報
告

桜
ま
つ
り
臨
時
駐
車
場
料
金
の

事
務
処
理
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

監
査
請
求
決
議
を
議
決
！

最
大
限
の
努
力
を
決
定
し
た

内
陸
線
存
続

　

平
成
19
年
度
桜
ま
つ
り
臨

時
駐
車
場
料
金
の
不
適
切
な

取
り
扱
い
は
、
９
月
定
例
会

の
市
政
報
告
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
議
会
は
地
方
自
治

法
第
98
条
に
よ
る
事
務
検
査

が
必
要
と
判
断
し
た
。

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

質
問
書
を
基
に
事
実
解
明
に

あ
た
っ
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
払
額
１
１
３
万
６
９

０
円
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
措
置
も
せ
ず
、

お
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら

借
用
し
て
支
払
い
を
済
ま
せ

た
が
、
そ
の
借
用
金
を
戻
す

た
め
、
本
来
一
般
会
計
に
入

る
駐
車
場
料
金
88
万
円
を
別

病院存続・救急再開で論議中の市立田沢湖病院

決算不認定の原因となった
桜まつり臨時駐車場


